東南極リュツォホルム湾とプリンスオラフ海岸に分布するグラニュライト～角閃岩相テレーンの構造と変性作用の進化:地殻深部での変形と上昇に関する意義 by 石川 正弘
Structural and metamorphic evolution of
granulite to amphibolite facies terrane along
Lutzow-Holm Bay and Prince Olav Coast, East
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 論文審査の結果の要旨
 石川君の博士論文は,第33次と第34次南極地域観測隊地学部門に参加し,調査・研究した結果
 をとりまとめたものである。
 東南極のリュツォホルム湾とプリンスオラフ海岸には角閃岩～グラユライト相の変成を受けた
 りュッォホルム岩体がある。本論文は精査したオングル島とルンドボークスヘッタ地域を含む11
 地域での研究結果を総括したもので,とくに地殻深部での変成作用と変形との統一的な理解を目
 指したものである。研究結果の概要は以下のようなものである。
 1)第iステージ:2回の等斜褶曲を受けた。ただし,その後の変成作用によって,変形ファ
 ブリックや変成条件を示唆する鉱物は消失している。
 2)第2ステージ:著しい流動変形が起き,片麻状組成縞,斜方輝石や角閃石などの鉱物線構
 造,等斜褶曲,ブーディン構造が形成された。この時期は変成作成のピーク(石榴石+斜方輝石
 +珪線石+石英が安定的なグラニュライト相)にあたり,温度・圧力は900℃以上,i.OGPaに
 達した。
 3)第3ステージ:この時期にはまず等温減圧が進行し,珪線石や斜方輝石の周囲に菫青石±
 サフィリン±スピネルのシンプレクタイトが,石榴石の周囲に斜方輝石+菫青石±サフィリンな
 どのシンプレクタイトが形成された。その後,石榴石一珪線石一石英の安定領域内(600℃,0、5
 GPa程度)を通り,徐々に温度・圧力が低下した。変形は少ないものの,南北圧縮・東西引張応
 力場の下で,開いた座屈褶曲の形成,脆性破壊を伴う単斜輝石一角閃石ペグマタイトとメタベイ
 サイトの貫入,廷性勇断帯の形成珪長質ペグマタイトの貫入などが起こった。
 4)べき乗流動則と摩擦則からリュッォホルム複合岩体の変形拳動を検討した。第2ステージ
 の温度・圧力下では,期待通りに全ての岩石が延性変形する。第3ステージ初期の脆性破壊を伴
 うペグマタイトの貫入は,異常に高い孔隙圧を想定しなければ説明できない。第3ステージ後期
 において輝石含有量の高い岩石のみが選択的に脆性変形したが,これは期待と調和的である。
 5)リュッォホルム岩体の地下数十kmからの上昇は,約5億年前に起こった大陸衝突による
 ものと考えられていたが,上昇過程は大きな変形を伴わなかったので,それはexhumationによ
 るものと考えられる。
 以上のように,石川君の研究成果は詳細な野外観察を基礎とし,変成岩体を変成作用・変形構
 造・岩石のレオロジーの三方面から統一的に明らかにしたものであり,自立して研究行動を行う
 に必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって,石川正弘提出の論文は博士
 (理学)の学位論文として合格と認める。
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